
「主体的に学習に取り組む態度」の評価②

「主体的に学習に取り組む態度」については，①知識及び技能を獲得したり，思
考力，判断力，表現力等を身に付けたりすることに向けた粘り強い取組の中で，
②自らの学習を調整しようとしているかどうかを含めて評価する。

「主体的に学習に取り組む態度」の評価に
ついては、①知識及び技能を獲得したり、
思考力、判断力、表現力等を身に付けたり
することに向けた粘り強い取組を行おうと
する側面と、②①の粘り強い取組を行う中
で、自らの学習を調整しようとする側面、
という二つの側面を評価することが求めら
れる。 

これら①②の姿は実際の教科等の学びの中
では別々ではなく相互に関わり合いながら
立ち現れるものと考えられる。例えば、自
らの学習を全く調整しようとせず粘り強く
取り組み続ける姿や、粘り強さが全くない
中で自らの学習を調整する姿は一般的では
ない。

「主体的に学習に取り組む態度」の評価のイメージ
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「十分満足できる」 
状況（Ａ）

「努力を要する」 
状況（Ｃ）
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「主体的に学習に取り組む態度」の評価のイメージ
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見過ごさず、支援してBに
引き上げてあげましょう。

間違ったままに，粘り強く取
り組み続けさせるのではな
く，適切な支援と速やかな授
業改善が望まれる。

知C，思C，態A 
はあまり想定されない。



「主体的に学習に取り組む態度」の評価③

＜評価の工夫（例）＞ 
○ノートやレポート等における記述 
○授業中の発言 
○教師による行動観察 
○児童生徒による自己評価や相互評価等の状況を教師が評価を行う際に 
　考慮する材料の一つとして用いる

※「知識・技能」や「思考・判断・表現」の観点の状況を踏まえた上で評価を行う。
（例えば，ノートにおける特定の記述などを取り出して，他の観点から切り離して
「主体的に学習に取り組む態度」として評価することは適切ではない。）

解決する上で困ったこと，うまくいったこと
などを表現させることも考えられる。

計算がうまくいかないけれど，どう
したら解けるかよりよく考えようとし
ているなど。

「教科書に戻って確認する」， 
「ノートを振り返って見直す」など 
自己の学習を調整する経験を積む。

「今日の授業は楽しかった」など内容と関わりない記述
のみを取り出して評価するわけではありません。

資料９，10ページ



学びの足跡シート

36

評価方法の工夫例のうちの1つ

小単元や単元の学習の後に記入。

生活や次の学びに生か
そうとする態度
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分からなかったこと
疑問に思ったこと 
さらに考えてみたいこと

分からなかったことや
疑問に思ったことにつ
いて，学習したこと・
考えたこと

勝手に書けるようにはならないので，
どのような指導が必要か考えたい。



どんな授業にしていくの？

例えば、二次方程式の
解き方（中3）で…

「二次方程式の解き方」の授業
既習の二次方程式の解き方を振り返り， 
授業では何ができて何ができなかったのか、 
よりよく解くにはどうするかなどを考える

考えたことをまとめて共有する

ただ解いてを答え合わせをして 
終わりだけではなく、 
振り返って考えたことを基に次回に生かす

自分の学びを振り返り、 
次の学びや生活に生かす力を育む授業に

どうしたら、振り返る内容を充実させ、次に生かせる気付きに導く
ことができるだろうか。 「主体的な学び」の視点

具体的な手立て（例）
・自分の学びの過程を蓄積し、
　成長を確かめられるようにする
・友達からの視点を取り入れられる
ようにする

授業改善の視点



これまでの学びを振り返る（第９時）

小単元（2次方程式の解き方）の終盤の授業において



まことさん（架空）の答えはあっているかな？ 
どうしたら確かめられるでしょう？

典型的な間違い等（正解あり）を提示し，確かめ，改善する。



ノートを見直し，自分の間違い傾向を把握→解き方の改善

この経験を別課題の学習にも生かす。
→学びの調整の仕方を経験する。

生徒から提案された間違い
などを扱っている。



ここ数時間のノートなどを見直
し，自分の弱点などを知る。

主体的に学習に取り組む態度の育成



本時のまとめ
自分にとって一番気をつけたいことを記述 
→今後の授業で生かしていく！

よりよい解き
方はあるか？

符号はどうか？

出した解は式
を満たすか？





指導と評価の計画から評価の総括まで



学習評価の妥当性や信頼性を高めるとともに，児童生徒
自身に学習の見通しをもたせるため，学習評価の方針を
事前に児童生徒と共有する場面を必要に応じて設ける。 
※児童生徒の発達の段階等を踏まえ，適切な工夫が求められる。 
　（例）小学校低学年の児童に対しては，学習の「めあて」などのわかり 
　　　　易い言葉で伝える。

学習評価を行う上での各学校における留意事項

観点別学習状況の評価に係る記録は，毎回の授業ではな
く，原則として単元や題材などの内容や時間のまとまり
ごとに行うなど，評価場面を精選する。 
※日々の授業における児童生徒の学習状況を適宜把握して指導の改善に生
かすことに重点を置くことが重要。

評価の方針等の児童生徒との共有

観点別学習状況の評価を行う場面の精選

＜参考＞報告Ｐ．１４、１５、２３、２４　　改善等通知４．（２）（５）（６）



単元（題材）の目標及び評価規準の関係性について（イメージ図）

学習指導要領 

単元の目標 

「内容のまとまりごとの評価規準」

単元の評価規準

第１編第２章１（２）を参照

「内容のまとまりごとの評価規準」
の考え方等を踏まえて作成

第３編第１章２を参照

　単元（題材）の目標及び評価規準を考えるにあたって，学習指導要領の目標や
内容，「内容のまとまりごとの評価規準」の考え方等を踏まえる必要がある。

※ 外国語科及び外国語活動においてはこの限りではない。

※内容のまとまりごとに評価規準とは･･･ 
　学習指導要領の目標に照らして観点別学習状況の評価を行うに当たり，児童生徒が資質・能力を身に付けた状況を表すために，
「２ 内容」の記載事項の文末を「～すること」から「～している」と変換したもの等を指す。ただし，「主体的に学習に取り組む態
度」に関しては，特に，児童生徒の学習への継続的な取組を通して現れる性質等を有することから，「２ 内容」に記載がない。その
ため，各学年（又は分野）の「１ 目標」を参考にしつつ，必要に応じて，改善等通知別紙４に示された学年（又は分野）別の評価の
観点の趣旨のうち「主体的に学習に取り組む態度」に関わる部分を用いて「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する必要がある。

※

学習指導要領解説等を参考
に，各学校において授業で
育成を目指す資質・能力を
明確化



単元の目標と評価基準
「一元一次方程式」の内容のまとまり

(3)一元一次方程式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導す
る。 
 ア　次のような知識及び技能を身に付けること。 
   (ｱ)方程式の必要性と意味及び方程式の中の文字や解の意味を理解すること。 
   (ｲ)簡単な一元一次方程式を解くこと。 
 イ　次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
   (ｱ) 等式の性質を基にして，一元一次方程式を解く方法を考察し表現すること。 
   (ｲ) 一元一次方程式を具体的な場面で活用すること。

内容のまとまりごとの評価規準（例）
【知識・技能】 
・方程式の必要性と意味及び方程式の中の文字や解の意味を理解している。 
・簡単な一元一次方程式を解くことができる。
【思考・判断・表現】 
・等式の性質を基にして，一元一次方程式を解く方法を考察し表現することができる。 
・一元一次方程式を具体的な場面で活用することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】 
・一元一次方程式のよさに気付いて粘り強く考え，一元一次方程式について学んだことを生活や学習
に生かそうとしたり，一元一次方程式を活用した問題解決の過程を振り返って検討しようとしたりし
ている。（学年目標や観点の趣旨を参考にして作成）

学習指導要領の
本文(内容)です。

参考資料の巻末
にあります。


